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Abstract
The study was aimed at developing the programs of life skills training in first year of uni-

versity.

The paper describes to develop the lesson plan and the teaching materials of self-aware-

ness skill, self-esteem skill, empathy skill, critical thinking skill, decision making skill

and effective communication skill in life skills education of the university.

Self-awareness includes our recognition of ourselves. of our character, of our strength

and our weakness, desire and dislike. Developing self-awareness can help us to recognize

when we are stressed or feel under pressure. We thought the lesson plan and the teaching

materials should be embraced these items in the programs.

Self-esteem is generally considered the evaluative component of the self-concept, a

broader representation of the self that includes cognitive and behavioral aspects as well

as evaluative or affective ones. We thought the lesson plan and the teaching materials
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should be embraced these items in the programs.

Empathy is the ability to imagine what life is like for another person, even in a situation

that we may not be familiar with. We thought the lesson plan and the teaching materials

should be embraced a item in the programs.

Critical thinking is purposeful and reflective judgment about what to believe or what to

do in response to observations, experience, verbal or written expressions, or arguments.

We thought the lesson plan and the teaching materials should be embraced the items in

the programs.

Decision making helps us to deal constructively with decisions about our lives. We

thought the lesson plan and the teaching materials should be embraced these items in the

programs.

Effective communication means that we are able to express ourselves, both verbally and

non-verbally, on ways that are appropriate to our situation. We thought the lesson plan

and the teaching materials should be embraced these items in the programs.

要　約

大学の初年次教育は、学生時代はもとより卒後の生き方に影響するものと考えられる。

本論では、ライフスキルの内、自己認識スキル、セルフエスティームスキル、共感性ス

キル、クリティカル思考スキル、意志決定スキル、コミュニケーションスキルの授業案と

教材を開発した。

まず、自己認識は、自分の性格、長所、短所、願望、好きなこと、嫌いなことを認識す

ることである。自己認識を形成することによって、いつストレスを感じるか、いつプレッ

シャーを感じるかに気づくことを助ける。ライフスキルトレーニンクﾞ・プログラムでは

これらの項目を包含するべきである。

つぎに、セルフエスティームは、自己肯定感と言われ、他人との比較や競争から造り出

されるものではなく、自己の存在や在り様を大切に思う感情を持つスキルである。ライフ

スキルトレーニング・プログラムではこの項目を包含するべきである。

ついで、共感性は、他人に対して、よく精通していない状況でも、その人生がどんなも

のであるかを想像する能力である。共感的になることは、われわれと違った他人を理解し、

受け入れることを助ける。ライフスキルトレーニング・プログラムではこれらの項目を包

含するべきである。

クリティカル思考は、客観的な方法で情報や体験を分析する能力である。クリティカル

思考は、態度や行動に影響する、価値観、ピア・プレッシャーそれにメディアのような要

因を認識し、評価を助けることによって健康に促す。ライフスキルトレーニング・プログ

ラムではこれらの項目を包含するべきである。

意志決定は、われわれの生活の中で決断するときにポジティブに対処することを助ける

スキルである。これは、もし若い人が行動に積極的な決断をするならば、いろいろな選択

肢とそれらの決断がどんな影響をもつかを評価（結果予測）することによって、行動に責

任をもつことにつながる。ライフスキルトレーニング・プログラムではこれらの項目を包

含するべきである。

効果的なコミュニケーションとは、われわれの状況にふさわしい方法で、言語的、非言

語的に自分自身を表現出来ることを意味する。これは、ニーズや恐怖ではなく、意見や願

望を表現できることを意味する。必要に応じてアドバイスや助けを求めることができる。

ライフスキルトレーニング・プログラムではこれらの項目を包含するべきである。

キーワード

ライフスキル、トレーニング、自己認識、セルフエスティーム、共感性、

クリティカル思考、意志決定、効果的コミュニケーション



序

4年間の大学生活をいかに有意義な、実りある期間にするかは、学生自身の学習等の取り組み
や態度に依存するところが多いが、同時に、初年次の大学側の教育理念や教育内容・方法にも大
きな影響があると考えられる。
昨今、大学生の学力低下とともに人間関係能力やコミュニケーション能力などの低下が危惧さ

れている。大学生活において重要なことは、知的探求するための学力とポジティブに適応的に行
動する上で必要な能力であると考えられる。
多くの大学生は、本音は本音として別におき、まず相手のために自己犠牲をいとわず、自己主

張を抑え、無意識のうちに遠慮しすぎたり、自重しすぎたりする学生が見受けられる。「つきあ
いをする」「人と交際をする」場合に協調性のよさを重視しすぎるきらいがある。そのような気
質を持つ大人に影響された大学生は、そのライフスタイルを受け継ぎ、大学生活でも、地域活動
でも嫌われることを恐れて自分の気持や意見を言わないことが当たり前になり、自己表現を乏し
くしているようである。いわゆる「いい人ぶり」の行動をとる傾向がある。「いい人ぶり」とは、
大人の場合、いい親、いい先生、イエスマン、いい社員、いい年寄りであり、学生の場合いい子
ぶる、いい学生ぶると言ったところである。
本当に嫌だと思っていても、やりたくなくとも「嫌です」「だめです」とはっきりと言えない

人は、お互いにその限度・礼儀を知らない関係となり、相手の精神や生命を奪うこともある。は
っきり「嫌です」と言ってしまうと孤独、希望の喪失、悲しさを味わうことになり、すべてを失
う錯覚に陥ってしまうようである。しかし、自らの生命と健康を守り幸福を獲得するためには、
無用な遠慮をせず、適切な自己表現をする必要がある。そのために日常生活において人とうまく
つきあい、いらだちやストレス等に対処できるスキルが必要となる。それが、ライフスキルとい
うことになる。これは、単なるスキル（技術、技能）ではない。これは、人生を上手に生き、よ
り充実したものにする社会心理的能力である。「生きる力」、「自分で考え、適切に判断し、行動
できる力」は義務教育だけでなく大学教育の場でも展開していく必要があると思われる。
現在の大学教育における重要課題は、ストレス病、生活意欲の減退・喪失など非社会的行動と

学業無関心、自己犠牲、自己虐待、緘黙（緘口）行動、赤面症、摂食障害（拒食症、過食症）、若
者の性的逸脱行動、喫煙・アルコールなど薬物行動など反社会的行動などであると考えられる。
このような現象は複雑化した社会においてますます増え続けることが予想される。そしてこれ

らの現象は多くの学生にも起こりうるものと考えられる。
ライフスキルは、個々人が日常生活の要求や手強い出来事（チャレンジ）に効果的に対処でき

るように、適応的でポジティブに行動するための能力である（WHO、1993）(1)。われわれは、学
生生活を快適に過ごすためにこのライフスキルを大学の初年次教育に導入することを試みた。

ところで、ライフスキル教育は、つぎの3つのレベルのスキルの側面が含まれる(2)。 [WHO]

①私自身のスキル、たとえば、自己認識、情緒理解、目標設定、セルフエスティーム
②私と他者とのスキル、たとえば、共感、コミュニケーション、対人（人間）関係スキル、ス
トレスマネジメント

③私と環境とのスキル、たとえば、意志決定、クリティカル思考スキル、ストレスコーピング

本論では、自己認識スキル、セルフエスティームスキル、共感性スキル、クリティカル思考ス
キル、意志決定スキル、コミュニケーション・スキルについて授業案作成およびその教材開発を
行うことを目的に、文献(3)-(10)およびグループデスカッションに基づいてそれぞれのスキル毎のト
レーニングプログラムの授業案と教材開発を行った。

なお、第2報では、1年間ライフスキルトレーニングを実施した結果を報告する予定である。

初年次教育におけるライフスキルトレーニング・プログラムの開発(1)［皆川･阿部･早川･長谷川･木村･真下］
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１.自己認識スキル

１. 自己認識スキルの開発授業案

①参加学生は、活動を通して自己に気づく体験をする。
②教育実践に向けて
・楽しく学んで役に立つことを念頭に入れる
・日常生活の実践的能力を促す
③トレーナーの準備物
・ワークシート1 “私という人"

・ワークシート2 “私が好きなこと、もの、ひと"

・ワークシート3 “自分のことを書きましょう"

・ワークシート4 “私をこう見せたい"
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◆
◇
◇
◇

導　　入 
（ウオーミングアップ活動） 
 

ミニレクチャー 
 
ワーク１ 
 
 
ワーク２ 
 
 
ワーク３ 
 
 
ワーク４ 
 
 
フィードバック 
 
 
まとめ 
 

一斉 
 
 
一斉 
 
個人 
 
 
個人 
 
 
個人 
 
 
個人 
 
 
一斉 
 
 
一斉 
 

１分間、目をつむる 
 
 
「自己認識について」 
 
“私という人”のワーク 
　長所、短所などの活動 
 
“私が好きなこと、もの、 
　ひと”のワーク 
 
“自分のことを書きましょう” 
 
“私をこう見せたい”のワーク 
 
発問「今日のワークから何を学 
びましたか」 
 
トレーナーは大切なことをまと 
める 
 

 WS1配付 
 
 
 WS2配付 
 
 
 WS3配付 
 
 
 WS4配付 
 
 
 

２ 
 
 
13 
 
15 
 
 
15 
 
 
15 
 
 
15 
 
 
10 
 
 
５ 
 

  
 

プロセス 
資料 

（プリント類） 活動範囲 活動内容 
時間 
 

活動のあらまし（所要時間90分） 

（分） 

WS：ワークシート 



２．自己認識スキルの開発教材
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ワークシート1　“私という人”

名前

性別

生まれた場所

私の名付け親

名前に込められた想い

ニックネーム

私の良いところ

私の悪いところ

私の苦手

通った幼稚園・保育園

通った小学校

通った中学校

通った高校

通った大学（専門学校）

私の一番古い記憶

人からときどきほめられること

人からときどき注意されること

私のモットー

私のＰＲ
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趣味

私が集めているもの

好きな言葉

好きな季節

好きな色

好きな数字

好きな花

好きな香り

好きな小説

好きな作家

好きな映画

好きな俳優

観るのが好きなスポーツ

するのが好きなスポーツ

好きなスポーツ選手

聴くのが好きな音楽

好きなミュージシャン

客観的にみて私の特徴を枠内に書いてみましょう。



"
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私は

1　自分のベスト10の特徴を書いてみましょう。

私は

私は

私は

私は

私は

私は

私は

私は

私は

2　このワークの感想を書いてみましょう。

つぎの10の文章を完成させましょう。10書き終えたら、もっとも自分らしいものから順に 
文章の□の中に番号を入れましょう。このシートは、提出しません。 



以上、自己認識スキルトレーニングの授業案と教材を記述した。
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（1）　父親、母親に対して

私

（2）　クラスの友だちに対して

私

　つぎのあなたをとりまくワクの中のすべてに、「私はこう見せたい、私はこう見られたい」 
と思う自己像（セルフイメージ）を書き込んでください。 
　（1）父親、母親に対して　　　　　 （例）私の勉強はいい線いっている 
　（2）クラスの人たちに対して　　　　(例)私はかっこいい 
このシートは、提出しません。 



セルフエスティームスキル

１．セルフエスティームの開発授業案

(1)目的
①参加者は、セルフエスティームの意味と重要性について理解する。
②参加者は、「たいせつ」モデルによるトレーニングを体験する。
③参加者は、集団指導として子どもたちに指導できるように練習する。

①参加者自身のセルフエスティームをチェックする。
②参加者は、「たいせつ」モデルを知り、一定期間をおいて繰り返し「たいせつ」モデルをト
レーニングする。

③参加者は自分自身を肯定的に考えられるようになるように練習し、日常生活の実践的能力を
促す。

①ワークシート1 自己肯定感（セルフエスティーム）のチェックリスト
②ワークシート2 つぎの質問に答えなさい
③プリント1 セルフエスティームとは
④プリント2 「たいせつ」モデル
⑤プリント3 セルフエスティーム（自己肯定感）を高めるヒント

◎自己の内面を知り、肯定感をたかめるエクササイズである。グループワークはしない。

初年次教育におけるライフスキルトレーニング・プログラムの開発(1)［皆川･阿部･早川･長谷川･木村･真下］
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２ 
 
 
13 
 

15 
 
15 
 

15 
 

15 
 
 

10 
 
 
５ 
 

  
 

プロセス 
資料 

（プリント類） 活動範囲 活動内容 
時間 
 

活動のあらまし（所要時間90分） 

1.アイスブレーキング 

 
2.事前説明 

3.ミニレクチャー 

 
4.ワーク１ 

 
5.ワーク２ 

 
6. ミニレクチャー 

 

7.フィードバック 

 

8.まとめ 

 

目をつむるルール 

 
全体の流れを説明 
 

「セルフエスティームについて」 

自己肯定感のワークシート 
 

つぎの質問に答えなさい 

 

「たいせつ」モデル 

 
セルフエスティームを高める 
ヒント 
 

一斉 

 
一斉 

一斉 

 
個人 

個人 

 
一斉 

 
一斉 

一斉 

プリント１ 

ワークシート１ 

 
ワークシート２ 

 
プリント2 

 
プリント3 
 

（分） 



２．セルフエスティームの開発教材

引用文献:C. E. Bruess & G. E. Richardson :“Healthy Decisions" p30, Brown & Benchmark, 1999.
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    1.  A

  13.  A

    7.  B

   2.  A

 14.  A

   8.  A

   3.  A

 15.  A

   9.  B

  4.  B

16.  A

10.  B

   5.  B

 

 11.  B

 6.  B

 

 2.  B

 

 

12~16

8 ~11

4 ~ 7

0 ~ 3

高いセルフエステーム

適度に高いセルフエスティーム

適度に低いセルフエスティーム

低いセルフエスティーム



セルフエスティーム（自己肯定感）とは、自分よく知り、大切にし、自分を敬うということ」
セルフエスティームはつぎのような感覚です。

初年次教育におけるライフスキルトレーニング・プログラムの開発(1)［皆川･阿部･早川･長谷川･木村･真下］
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・自分はありのままの自分であってよい。

・自分が好きである。

・自分が大切である。

・自分の欲求を大切に活かしてよい。

・自分の能力を大切に活かしてよい。

・自分はこの世にいきていくにふさわしい。

・自分は幸せになってよい。



以上、セルフエスティームスキル・トレーニングの授業案と教材を記述した。
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　た　いせつな自分の良いところ、悪いところをあげてみよう 

　自分の長所（強み）、短所（弱み）をありのままノートに書き出してみる。 

 

　い　ライラする時とワクワクする時を書き出してみよう 

　言葉や身振り、友だち、親・保護者、兄弟、教師など自分を取り巻く人々、場所 
　などにおいて、どんなときにイライラするか、ワクワクするかをノートに書き出 
　してみる。 

 

　せ　いこうに目を向け、イライラすることを前向き（肯定的に）に考えよう 

　イライラすることに対して自分に良いように語りかけ、良い見方をし、良い態度 

　をとるようにする。（何事も肯定的に考える） 

 

　つ　いで、自分について知ったことを確認してみよう 

　自分自身について知ったことを確認し、自分を好きになり、自分をたいせつにす 
　る心を伸ばすために、自分について知ったことが新たな状況でどのように役に立 
　つのかを考える。 



共感性スキル

１．共感性スキルの開発授業案

(1
①参加者は、共感性スキルの意味と重要性について理解する。
②参加者は、共感性スキルトレーニングの方法について理解する。
③参加者は、問題状況を設定し、ディベート式ロールプレイを体験する。
④参加者は、集団指導として子供たちに指導できるように練習する。

①楽しく学んで役に立つ
②たくましい心と身体を育てる
③日常生活の実践的能力を促す

①グループ形成
隣同士ペアを組み、「背中と背中、顔と顔」ゲームで数回ペアを変え、隣のペアどうしで4人
組となり1グループをつくる。

②アイスブレーキング（緊張ほぐし）
グループ内で行う
Ａ．スキンシップの意味で、左手で握手しながらジャンケンをして、負けた人が所属、名前、
趣味1つを含めた自己紹介をし、次いで勝った人が同様にする。
Ｂ．他者紹介ゲーム：ペアで自己紹介した情報を、グループ内の他者に紹介しあうゲーム。

２．ミニレクチャー「共感性について」

初年次教育におけるライフスキルトレーニング・プログラムの開発(1)［皆川･阿部･早川･長谷川･木村･真下］
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共感性を育てる指導法として、BOX1に示めすように、4つの方法がある。

BOX1

①体験小話の発表会
［発表法］：テーマとして「うれしかった話」、「悲しかった話」、「怒った話」、「痛かった話」、

「楽しかった話」、「くやしかった話」、「イライラした話」などが挙げられる。幼稚園（保育園）、
小学校、中学校の各レベルに応じてこの内の1つをテーマとする。
［やり方（概略）］：ブレインストーミングでテーマに関連する小話を小グループで出させる方

法、または提案箱を設けてメモ用紙（小片用紙）に書いたものを匿名で投書させる方法がよい。
各グループで最も共感した話1つをグループリーダーから全体発表させる。その後、各グルー

プの感想係から感想を発表させ、シェアリングする。
②モデリング学習
［テーマ］：たとえば、エイズ患者・HIV感染者のモデリング教材として「ジョナサン物語」、

「ライアン・ホワイト物語」、「アリソンガーツ物語」など多くの教材がある。
［やり方（概略）］子供1人ひとりに一斉に黙読して読ませる、相互に読み合いをさせるなど。

その後、メモ用紙（小片用紙）に感想を書かせ、各グループで一定の時間を与え、グループ・デ
ィスカッションを行わせる。その後、各グループの感想係から感想を発表させ、シェアリングす
る。
③ロールプレイ（集団、教室）
ロールプレイ（集団、教室）は共感性のスキルトレーニングに常用される方法である。
［テーマ］：「いじめ」、「精神障害者」、「身体障害者」、「病気の人」、などがあり、この内の1

つをテーマとする。
［やり方（概略）］：1対1または1対複数で状況設定をつくり、4章で述べたように、ロールプ

レイのプロセスに添って役割交代を含めて実施し、シェアリングする。
④ディベート式ロールプレイ
ディベート式ロールプレイによる共感性の能力形成は以下のようである。
［テーマ］：「エイズ患者が同じクラスに入ってきたら」、「いじめ」、「精神障害者」、「身体障

害者」、「病気の人」などの中から、1つをテーマとする。
［やり方（概略）］：状況（場面）設定し、小グループで賛成派、反対派、当事者の3者の役割
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を設け、役割交代してすべての役割を体験させる。実施前後において賛成、反対の人数の把握し、
態度変容の状況をチェックする。事後感想の発表をしてシェアリングする。
模擬体験の中でディベート式ロールプレイ（教室、集団）は教育効果が高い。

①グループデスカッション
［テーマ］：『共感性について』グループデスカッションしてみましょう。

つぎの順序でグループデスカッションを行おう。
Ａ．疑問、Ｂ．批判、Ｃ．意見・改善を上げる。

②ブレインストーミング（連想アイデアゲーム）のやり方
Ａ．準備物
模造紙、ポストイット、マジック(中細字用）

Ｂ．4つのルール
・批判厳禁
・自由奔放
・便乗歓迎
・質より量（短い言葉で）
Ｃ．時間を決める（3分間）
Ｄ．リーダー（1人）、メモ係（1人）、発表係（1人）、感想係（1～2人）を決める。
全員に役割を持たせる。

Ｅ．テーマ
「最近共感したこと」（生活体験の中から）

③ディベート式ロールプレイのやり方
義務的に知識だけを頭に押し込む学習でなく、楽しく学んでスキルそのものを身に付けて、学

校時代だけでなく将来社会に出ても役に立つような実践的能力をつけるためにディベート式ロー
ルプレイはいろいろな学習活動に使われる。グループ内の話し合いで状況設定を作ってみましょ
う。
Ａ．状況設定
Ｂ．フローチャートに従ってグループ内で練習してみましょう。その後、トレーナーによっ
て選ばれた1～2グループが全体発表しましょう。

④フィードバック（振り返り）
グループリーダーが、グループの意見を代表して発表する。各グループ意見を分かち合う。
⑤まとめ
Ａ．共感性とディベート式ロールプレイの体験学習について
・共感性の意義と重要性
・状況とディベート式ロールプレイの目標の確認、リラックスのためのゲーム
・ステージのセット
・聴衆への注意:話題提供、現実性の判定
・フィードバック:感じ、別の解決法、学んだことについての議論
・他の健康問題への応用
・トレーナーによる総括（ディベート式ロールプレイの現実性等について）

Ｂ．グループワークで良かった点、改善点について
Ｃ．今後のディベート式ロールプレイの活用について
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３．共感性のライフスキルトレーニング状況（場面）設定

４．共感性スキルの開発教材
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①

②

①

②
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状況設定 

考慮時間 

グループ分け 

ステージ設定 

演技 
再
演
技 

事後の感想を述べさせる ( Debrief )

演技者へ脱役割の指示 ( Derole )

4～６人を１グループにする 

 

あらかじめ状況設定例を作成しておくか、ブレイン 
ストーミングで状況設定する 
（時間節約のため状況設定をしておく） 

それぞれ役割を示した立て札を机に立てる 

 

事前にキーワード・フレーズ（鍵となる言葉・文句） 
をメモしておくとよい 

手をたたくなどしてスタートの合図をする。 

３分以内とする。行き詰まったとき停止し、みんなで 
考えさせ、数人に発言させる／代案を考えさせる 

「どんな気持で演技したか」 
と率直な感想を述べさせる。 
 

手をたたくなどしてすべての 
演技の終了を告げる（演技の 
場から現実に引き戻す） 
 

 

※グループ交代の仕方 

Ａグループ（問題の当事者） 

Ｂグループ（賛成側） Ｃグループ〔反対側〕 



以上、共感性スキル・トレーニングの授業案と教材を記述した。
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クリティカル思考スキル

１．クリティカル思考スキルの授業案

クリティカル思考スキルの重要性を認識し、そのスキルを身につけ、実際に応用できるように
する。

参加者に次の機会を提供する。
①クリティカル思考スキルの重要性を認識する。
②クリティカル思考プロセスのステップを明確にする。
③クリティカル思考と非クリティカル思考を対比し、小グループでディスカッションをする。
④ディベートでクリティカル思考を体験する。

①プリント「クリティカル思考5ステップ」
②プリント「ケースメソッド状況設定」
③マーカーペン（太めのマジックペン）
④模造紙
⑤ポストイット（付箋紙）
⑥セロテープ
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プロセス 
 

 活動範囲 こどもの活動内容と反応 時間 
（分） 
 

 
 

 

ワーク1 

 

ワーク2

1. 導入 

  

●あいさつゲーム 5一斉 

一斉 

●アイスブレーキング 

●全体の流れを説明 ●トレーナーは主 
　題を板書し、ト 
　レーニングの流 
　れを述べる。 
 

2. 事前説明 

3.ミニレクチャー 一斉 ●「クリティカル思考」のト 
　ピックについて 
 

●振り込め詐欺、 
　中絶、対人トラ 
　ブル、信仰宗教 
　など 
 

5

10

4．グループワーク 

小グループづくり 

●小グループをつくる。4人1 
　グループ 
●役割分担（リーダー、記録 
　係、発表係、感想係）を決 
　める。 
●グループ内で自己紹介する 
　（好きなこと、好きな歌、 
　好きな場所など） 
 

グループ 
活動 
 
 

●グループ内で一 
　人ひとりと握手 
　しながら挨拶を 
　交わしてグルー 
　プの結束を固める。 
 

活動資料（プリント 
類）と活動の説明 

一斉 10

ブレインストーミング 
●テーマ「悪徳商法（例）」 
　（ブレインストーミング； 
　未経験者が多い場合、ルー 
　ルを説明し、予行練習する） 

●ポストイットを 
　配布しそこに1 
　アイデア（件）1 
　枚に記入させる。 

15
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ワーク4

ワーク3

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 

全体発表 一斉 ●１～２グループの発表係に 
　全体発表させる。 

●共通理解を促す。 10

ミニレクチャー 

 

一斉 ●クリティカル思考スキル5 
　ステップの説明 
 

●プリント「クリテ 
　ィカル思考5ステ 
　ップ」（トレーナ 
　ーによる説明） 
 

30

ケースメソッド 
小グルー 
プ 
 

●プリント「ケースメッソド 
　状況設定」の中の１つを選 
　びクリティカル思考スキル 
　を用いてグループ内でディ 
　スカッションを行う。 
●各グループで感想を述べる 
　ための話し合いをする。 
●発表グループ以外の１～２の 
　グループで全体発表させる。 
● 発表グループ以外の１～２の 
　小グループから感想を述べ 
　させる。 

●模造紙に貼りな 
　がらカテゴライ 
　ズし、マーカー 
　ペンで囲み、見 
　出しをつける。 

（ここまでで90分） 
●ボランティアの２グ 
　ループがYES側 
　とNO側で実施。 
 

（トレーナーによ 
るコメント） 

●プリント「ケー 
　スメソッド 状 
　況設定」 
●模造紙 
●マーカーペン 
●クリティカル思 
　考（論理的思考） 
　でまとめ、発表 
　する。 
 

30

ディベート 

 

小グルー 
プ対小グ 
ループ 
 

●ディベートテーマ 
　「中絶は許される」 

 
●終了後、各グループで話し 
　合い。 
●発表グループ以外の１～２ 
　の小グループからの感想を 
　述べる。 
 

10

5．フィードバック 一斉 ●発問「今日のワークショップ 
　から何を学びましたか」 

5

6.　まとめ 

 

一斉 ●大切なことは何かをまとめる。 



２．クリティカル思考の開発教材

①

②

③

④

⑤

①

②
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③

④

以上、クリティカルスキル・トレーニングの授業案と教材を記述した。

意志決定スキル

１．意志決定スキルの開発授業案

意志決定スキルの重要性を理解し、意志決定スキルを習得し、スキルを実際に適用できるとと
もにその指導ができること。

参加者につぎの機会を提供する。
・意志決定プロセスを理解し、実際に体験する。
・設定された意志決定状況において適切な意志決定が適用できる。
・指導スキルの強化を行う。

・ポストイット 1グループ100枚
・模造紙 1グループ1枚
・ストップウオッチ 1個
・マーカーペン3色 1グループ1セット
・ワークシート--私の意志決定
・プリント1 意志決定スキルのプロセス
・プリント2 意志決定例
・ プリント3 意志決定の状況設定例
・ プリント4 意志決定の留意点
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プロセス 
 

 活動範囲 活動内容 
時間 
（分） 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　導入 

  

5全体 

5

　　資料 
（プリント類） 

15

 
 
 
 
 
 
 
 

10

小グルー 
プ 
 

5トレーナーによるまとめ 

 

雰囲気づくり（アイスブレー 
キング） 
 

まとめ 
 

グルーピング 全体 小グループに分ける 

説明 全体 全体の流れの説明 2

ブレインストーミング 
（連想アイディアゲーム） 

テーマ：｢これまでの人生にお 
いて決断を迫られたことは？｣ 
●グループ化(類型化) 
●傾向を知る（どんなものが 
　出されたか） 
●その中から個人毎にテーマ 
　を１つ選ぶ 
 

スライド使用 
 

 

ポストイット、模 
造紙、マーカーペ 
ン 
 

ワーク１ WS1でプロセスに沿って個々 
人が意志決定を行う。 
トレーナーの簡単なコメント 
（まだ未熟な意志決定しかで 
きない） 
 

個人 
 

PRT１、２、３、４ 
ＷＳ１配布 
 

15～20

ミニレクチャー 
 

全体 「意志決定」について 

意志決定プロセスの説明 PRT１ 

ワーク２ 個人 
 

使用したWS1を振り返る 
各グループリーダーが代表し 
て自分が作ったワークシート 
を発表する。 
トレーナーがコメントを入れ 
る。 

15～20

ＷＳ１ 

フィードバック 全体 この時間をふり返る。 
「今日のレッスンで何を学び 
ましたか。どんな感想を持ち 
ましたか」 
各グループの発表係がプレゼ 
ン。 

8

ＷＳ=ワークシート、PRT=プリント 



２．意志決定スキルの開発教材

つぎのプロセスを踏むと望ましい意志決定ができるようになる。
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い  ちに問題は何か 
                           ・書き出してみよう 
 

い　い決断だったか、振り返り 
 　　　               ・結果が不満なら最初に戻ろう 
 

し　らべてみよう選択肢（ブレインストーミング）　　　　 
　　　                 ・考えられる選択肢をすべて上げてみよう 
　　　                 ・なにもしなことも１つの選択肢 
 

け　いけん（経験）からの情報も含め情報収集 
                           ・経験も入れて各選択肢に対して可能なかぎり 
                           ・情報を収集してみよう。長所、短所（話し合い） 
 

 
つ　づいて結果の予測（話し合い） 
 　　　　　　　 ・１つ１つの選択肢について結果を予測しよう 
 　　　　　　　 ・自分・相手・周りに対して良い事、悪い事 
 

テ　ストでなく決断 
 　　　　　　　 ・自分の価値観と照らし合わせて最もよい選択肢を 
 　　　　　　　 ・実行しよう 
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い  い決断だったか、振り返り 
 
 

し らべてみよう選択肢（問題を解決するための選択肢） 
 

け  いけん（経験）・知識を入れて情報収集 
 

 
つ  づいて結果の予測 
 

テ  ストでなく決断（けつだん） 

い  ちに問題は何か 
 
 

 

後悔がないかな？もしあるならもう一度最初に戻ってやってみよう。 



以上、意志決定スキル・トレーニングの授業案と教材を記述した。
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効果的コミュニケーションスキル

１．効果的コミュニケーションの開発した授業案

このワークショップは、“傾傾聴聴ススキキルル"の重要性を理解し、効果的コミュニケーション・スキ
ルを習得すると同時にその指導能力を高めることを目的とする。

教師、トレーナー、コーディネーター、地域社会のリーダー

日常生活において人間関係をそこなうことなく、しかも自分の意思を正確に伝えることは決し
てやさしいことではない。ここでは、予めそうしたことをトレーニングし、実際場面で役立つア
サーティブコミュニケーション・スキルの指導法を学習する。
参加者につぎの機会を提供する。
・傾聴の重要性を理解し、実体験する。
・コミニケーションの3つのタイブを区別する。
・設定された問題状況においてアサーティブコミュニケーションで対応する練習を実体験す
る。

・プリント1 トレーナーの情報シート―傾聴スキル―
・プリント2 コミュニケーションの3タイプ
・プリント3 私の基本的権利
・プリント4 ロールプレイの仕方
・プリント5 ロールプレイの状況設定リスト
・プリント6 ロールプレイ・シナリオ例
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 5分間 

講師のコメント 

アイスブレーキング 

     ●アイスブレ-キング　「あ」で始まる言葉をできるだけたくさん言う 
 
前回のつづき　「コーディネーター（地域リーダー）に必要なこと」 25分間 

１） 前回のつづきの話し合い 
２） プレゼンテーション（各グループ代表　１人） 
３） まとめ 

 5分間 休憩 

 5分間 グループづくり 

●カードによる方法（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅグループ） 

15分間 ミニレクチャー　傾聴スキルについて 

（スライド） 

20分間 傾聴スキルの体験学習 

●課題プロセスを使って、ペアで会話体験 
● 感想を話し合う 
●まとめ 

 5分間 休憩 

10分間 ミニレクチャー　効果的コミュニケーションについて 

●コミュニケーションの３つのタイプ（スライド） 
●アサーティブコミュニケーション 

10分間 コミュニケーションの体験学習（ロールプレイ） 

グループ内で実施 

10分間 全体発表会 

●各グループの発表　３分以内グループ 

5分間 



２．効果的コミュニケーションスキルの開発教材

上で概説される大部分の戦略は、1対1の関係で実行可能である。グループ内で効果的に傾聴
に伴って明らかに困難なことは、多くの個々人のニーズの釣り合いをとることである。このスキ
ルを習得する簡単な方法はない。最良の学習は、危険を冒して、グループを導くことによって起
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こるように思われる。傾聴スキルは、友人と同僚との1対1の議論において練習することができ
る。
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コミュニケーション・タイプ 身ぶり ことば（口ぶり） 

 
自分の立場を示さず、いつも圧力 
に負けてしまう。 
屈服したり、あきらめたり他人が 
自分の権利を侵すことを認めてし 
まう。 

ためらい、伏し目貧しそうな姿勢 
はっきりしない話ぶり、あわれな 
声 

「もしよろしければ-----」、「あん 
　まり重要でないかもしれませんが 
　-----」「私には無理です」「あの 
　ー、ええーと」 

 
不適当なやり方で自分の感情、考 
え、信念等を通そうとする。 
意見が押しつけな相手は聞き入れ 
ず、それを挑戦と受け取る。 

おどしのジェスチャー早くて大き 
い声ぎらぎらした目つきだまらせ 
る 

「気をつけたほうがいいぜ」 
「冗談を言うんじゃねーぜ」 
「----ので、した方がいいぜ」 
「-----すべきじゃねーか」 
「言うとおりにしな」 

自分の意見を持ち、穏健な理由を 
述べるが、自分の考えを押しつけ 
て従わせようとしない。 

よい姿勢落ち着いた音声レベル目 
線を合わせる 

「私が考えているのはこれです」 
「私が感じているのはこうです」 
「わたしは-----して欲しい」 
「わたしは結構です、あなたもよ 
　ろしいですか」 
 

受動的コミュニケーション 

攻撃的コミュニケーション 

アサーティブコミュニケーション 



人との信頼関係を保つには、私の基本的権利を表現すると同時に義務も果たさなければならな
い。権利ばかり主張して義務をはたさなければ、人との信頼関係は保てない。
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シナリオ作成のロールプレイ練習例：「援助交際」
①

②

以上、効果的コミュニケーションスキル・トレーニングの授業案と教材を記述した。
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（いやだ！ じゃ、さよ 
  なら） 
 

Ａ子のセリフ 

Ｂ子のセリフ 
受動的 
コミュニケーション 

攻撃的 
コミュニケーション 

自己主張的 
コミュニケーション 

１人で怖いから一緒に 
行って。 

（えー） （まずいんじゃない） （私は行きたくないわ） 

いい人みたいだし、 
楽しいと思うから行 
こうよ。 

（そうー、でもどうゆ 
  う人だか分からないで 
　しょう） 

 （そんなのいい人だか 
  分かんないわよ） 

（そんなの１、２回し 
  ゃべったくらいで分か 
  りませんよ） 

１回だけだから大丈 
夫だよ。 

（そうかな、心配だな 
  ー） 

 （いやだってば） （１回があれば２回目 
  があるの） 

大丈夫だよ。たいし 
たことないよ。 

（でも、行きたくない 
  なー） 

 （そんなこと保障でき 
  ないよ） 

（私はいやだわ） 

友だちでしょ。行こ 
うよ。 

（どうしよう）  （友だちやめる） 



結語

本論では、ライフスキルの内、自己認識スキル、セルフエスティームスキル、共感性ス
キル、クリティカル思考スキル、意志決定スキル、コミュニケーションスキルの授業案と
教材を開発した。
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